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44病院を病院を33病院へ再編・統合することを検討中病院へ再編・統合することを検討中
新しい病院の建設候補地は、新しい病院の建設候補地は、幡生操車場跡地幡生操車場跡地

65
歳
以
上
人
口
の
減
少
よ
り
も
速
い

ペ
ー
ス
で
若
い
世
代
の
減
少
が
進
む
た

め
、
２
０
２
５
年
以
降
も
上
昇
し
、
２

０
４
５
年
に
は
40
％
の
水
準
に
到
達
す

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
へ
の
影
響

2
　
本
市
に
お
け
る
２
０
２
５
年
問
題
は
、

地
域
医
療
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た

ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
１
つ
目
は
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
に
よ
り
医
療
従
事
者
、
特
に
医

師
の
確
保
が
難
し
く
な
る
点
で
す
。
す

で
に
、
本
市
に
お
い
て
も
医
師
不
足
が

理
由
で
、
一
部
の
総
合
病
院
で
診
療
を

行
っ
て
い
な
い
科
目
が
あ
り
ま
す
。

　
２
つ
目
が
、
65
歳
以
上
人
口
も
減
少

に
転
じ
る
こ
と
で
、
医
療
需
要
自
体
も

縮
小
し
て
い
く
点
で
す
。医
療
従
事
者・

患
者
数
の
減
少
に
あ
わ
せ
て
ベ
ッ
ド
の

数
を
減
ら
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

病
床
稼
働
率
の
低
下
は
、
病
院
経
営
の

観
点
か
ら
将
来
も
安
心
・
安
全
な
医
療

の
提
供
を
持
続
し
て
い
く
こ
と
の
支
障

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

地
域
医
療
の
あ
り
方

3
　
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
・
安
全
で
持

続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
、
医
師
の

確
保
で
す
。
医
療
が
高
度
・
専
門
化
し

て
い
る
現
在
、
医
師
は
、
そ
の
病
院
で

や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
か
、
能
力
を

地
域
医
療
を
考
え
る
。

下
関
の

基本設計・実施設計・建設工事

２
０
２
５
年
問
題

1
　
２
０
２
５
年
問
題
と
は
、「
団
塊
の
世

代
」が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
、
社
会
保
障

費
の
増
加
や
働
き
手
不
足
な
ど
の
社
会

問
題
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
「
下
関
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
令
和
元
年

改
訂
版
）」に
よ
れ
ば
、
少
子
高
齢
化
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
本
市
で
も
例

外
で
は
な
く
、
２
０
２
５
年（
令
和
７

年
）に
は
、
こ
れ
ま
で
の
年
少
人
口（
０

歳
～
14
歳
）及
び
生
産
年
齢
人
口（
15
歳

～
64
歳
）の
減
少
に
加
え
、
65
歳
以
上

人
口
も
減
少
に
転
じ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
に
つ
い
て
は
、

推計1日入院患者数 推計1日入院患者数の対平成27年増減率

下関医療圏の入院患者数の推移

基本構想 基本計画

下関医療圏地域医療構想調整
会議の中間報告や4総合病院意
見等を踏まえ、新しい病院の
概要を示すとともに、建設場所、
３病院体制への移行などの大
まかな方針を表しています。

基本構想を踏まえ、新しい病
院の診療科をどうするかや、病
床の数、建設等に要する事業
費など、より詳細な方針を定
めていきます。

基本計画に基づき、建物や諸
室の具体的寸法、詳細部分ま
で設計を行い、必要な工事費
を算出し、建設工事を行いま
す。

現在まで 令和6年度〜

4病院を3病院へ再編・統合することを検討中
新しい病院の建設候補地は、幡生操車場跡地
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下
関
市
立

市
民
病
院

下
関
医
療

セ
ン
タ
ー

済
生
会
下
関

総
合
病
院

関
門
医
療

セ
ン
タ
ー

平成21年(2009年)

平成17年(2005年)

平成11年(1999年)

昭和63年(1988年)

：既存病院
：建て替え(目安)

昭和55年
(1980年)

平成12年
(2000年)

令和22年
(2040年) 

令和2年
 (2020年) 

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
点

で
病
院
選
び
を
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
病
院
が
分
散
し
、
患
者
数
が
減

る
と
症
例
が
少
な
い
た
め
、
専
門
性
を

生
か
し
き
れ
ず
、
医
師
か
ら
見
た
病
院

の
魅
力
は
低
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

病
院
を
集
約
し
、
症
例
数
を
多
く
す
る

こ
と
が
病
院
の
魅
力
を
引
き
上
げ
、
医

師
の
確
保
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
患
者
数
の
減
少
に
対
し
て
は
、

病
院
の
再
編
・
統
合
に
よ
り
、
入
院
患
者

数
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
医
療
構
想

4
　
山
口
県
は
、
平
成
28
年
７
月
に
地
域

医
療
構
想
を
策
定
し
、
８
つ
の
二
次
保

健
医
療
圏
ご
と
に「
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
本
市

を
圏
域
と
す
る
下
関
医
療
圏
に
お
い
て

も
、
医
療
関
係
者
、
有
識
者
、
市
民
代

表
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る「
下
関
医
療

圏
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」が
設
置

さ
れ
、
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
４
月
及
び
令
和
５
年
３
月

に
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
、「
二
次
救
急
医

療
を
担
っ
て
い
る
４
病
院（
市
立
市
民

病
院
、
済
生
会
下
関
総
合
病
院
、
関
門

医
療
セ
ン
タ
ー
、下
関
医
療
セ
ン
タ
ー
）

は
段
階
的
に
再
編
を
進
め
る
こ
と
」、

「
ま
ず
は
、
４
病
院
体
制
か
ら
３
病
院

体
制
へ
の
再
編
・
統
合
に
係
る
検
討
を

早
急
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
」等
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
立
病
院
基
本
構
想

5

 

　
前
述
の
提
言
を
受
け
、
下
関
医
療
圏

に
お
い
て
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、

建
て
替
え
の
時
期
が
近
い
市
立
市
民
病

院
と
下
関
医
療
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
た
、

新
た
な
病
院
整
備
の
可
能
性
を
検
討
し
、

こ
の
た
び
、
新
病
院
の
整
備
に
関
す
る

考
え
方
や
、新
病
院
が
担
う
べ
き
役
割・

機
能
等
に
関
す
る
方
針
を
ま
と
め
た

「
新
下
関
市
立
病
院
に
関
す
る
基
本
構

想
」を
策
定
し
た
も
の
で
す
。
基
本
構

想
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
上
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

　
以
降
、
基
本
構
想
策
定
に
当
た
っ
て

実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に

寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
、
そ
れ
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。

※病院の建て替え時期は、各病院の事情により異なります

各病院の建設時期と建て替え目安時期

病床数はどのくらいになるの？
診療科はどうなるの？

　病床数は、市民の皆さんが市内で必要な
医療を受けるために必要な数を確保するこ
とを大前提として、最新の医療需要の把握
も行いながら検討を進めていきます。
　診療科は、3病院体制となっても医療を
確実に担うことができ
るよう、4病院間で協
議を進めます。
　いずれも、今後策定
する基本計画により方
針を示します。

医療従事者の確保は、大丈夫？
　4病院の再編・統合により、重複する診
療科を整理し、1病院当たりの患者数と症
例数を確保します。医師にとって魅力のあ
る病院となることで、安定した医師の確保
を図ります。
　また、新病院を建設する際には、職員に
ヒアリングを行う
などして、現場の
声を取り入れた、す
べての医療従事者
が働きやすい職場
環境を目指します。

◀救急医療などを担う総合病院は、一般的に築30年～
40年で建て替えの時期を迎えるといわれています。市立
市民病院は、令和10年（2028年）に築40年、下関医療セ
ンターは、令和11年（2029年）に築30年を迎え、近々建
て替えの検討が必要な時期となっています。

◀「新下関市立病院に関する基本構想」の
　詳細については、QRコードから。

パブリック・コメント
での

意見その1パブリック・コメント
での

意見その2
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済生会下関総合病院

下関市立市民病院
下関医療センター

建設
候補地

関門医療センター

1,672 1,800 2,317 2,253 2,596
3,401

40 41 43 46 47 49 

0

25

50

0

20,000

H29 H30 R1 R2 R3 R4

14,416 14,734 15,256 14,100 15,141 18,148

救急搬送に係る状況

搬送受入数　　搬送受入不可件数
平均収容所要時間（転院含む）

地
域
医
療
を
み
ん
な
で

守
り
ま
し
ょ
う

市
立
市
民
病
院

院
長　

田
中　
雅
夫

　幡生操車場跡地を建設候補地として選定しました。
ここは、統合を検討している両病院から距離が近い
こと、JR幡生駅に隣接しており公共交通とのアク
セスも良いことなどから、新病院を建
設する位置として最もふさわしいと
考えています。

　市内各地からの来院を考慮し、
使いやすいバス路線を検討し、バ
ス事業者に協力を求めていきます。
また、周辺の交通に悪影響を及ぼ
さないよう配慮します。
　JR幡生駅は、病院に隣接するこ
とで、さまざまな状況の方の利用
が想定されます。市は、JRにバリ
アフリー化対応の要望を行ってい
きます。

　
医
療
は
、
地
域
で
完
結
で
き
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

心
筋
梗
塞
な
ど
で
は
、
救
急
搬
送
の
時

間
が
短
い
こ
と
が
有
効
で
あ
り
、
地
域

で
一
定
の
レ
ベ
ル
を
保
っ
た
医
療
提
供

体
制
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
医
師
を
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
医
師
は
、
現
場
で

経
験
を
積
み
、
修
練
す
る
こ
と
で
成
長

し
ま
す
。
自
ら
の
成
長
の
た
め
に
、「
忙

し
く
働
け
る
病
院
」に
魅
力
を
感
じ
、
勤

務
先
を
選
ん
で
い
ま
す
。
病
院
の
規
模

が
大
き
く
な
く
て
も
忙
し
く
働
け
る
病

院
が
必
要
で
、
患
者
が
訪
れ
る
病
院
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
段

階
目
と
し
て
市
立
市
民
病
院
と
下
関
医

療
セ
ン
タ
ー
の
再
編・統
合
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
生
産
年
齢
人
口
が
減

少
し
、
当
然
、
若
い
医
師
の
絶
対
数
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
救
急
の
現
場
を
支

え
て
い
る
の
は
、
働
き
盛
り
の
若
い
医

師
で
す
。
救
急
医
療
に
必
要
な
診
療
科

を
確
保
・
維
持
す
る
た
め
に
も
、
２
病

院
の
再
編
・
統
合
が
必
要
で
、
若
手
医

師
を
引
き
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
病
院
が

必
要
で
す
。
救
急
医
療
体
制
を
構
築
す

る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

救
急
搬
送
時
間
の
長
時
間
化
が
起
こ
っ

て
い
る
の
は
、
医
師
不
足
の
影
響
に
よ

る
も
の
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
医
療
の
維
持
の
た
め
に
、

救
急
医
療
の
適
正
利
用
が
重
要
で
す
。

市
立
市
民
病
院
に
救
急
搬
送
さ
れ
る
患

者
さ
ん
の
中
に
は
、
軽
症
の
方
が
一
定

数
見
ら
れ
ま
す
。
地
域
医
療
、
救
急
医

療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
、
危
機
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
こ

と
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
に
来
て
い
ま
す
。

新病院の位置は？交通アクセスは？

パブリック・コメント
での

意見その4 パブリック・コメント
での

意見その3
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●
救
急
医
療
機
関
の
適
切
な
受
診
を

　
救
急
医
療
機
関
は
、
診
療
時
間
外
に

患
者
さ
ん
自
ら
が
訪
れ
て
も
、
診
療
や

治
療
を
行
い
ま
す
。
救
急
車
で
搬
送
さ

れ
る
患
者
さ
ん
も
受
け
入
れ
て
い
る
た

め
、
急
病
で
な
い
場
合
の
時
間
外
受
診

が
増
え
る
と
、
救
急
患
者
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
人
口

減
少
時
代
の
地
域
医
療
を
考
え
る
と
き
、

安
心
・
安
全
で
持
続
可
能
な
医
療
提
供

体
制
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の

救
急
医
療
機
関
の
適
切
な
受
診
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

●
救
急
車
の
適
正
利
用

　
救
急
車
は
、
症
状
が
重
く
緊
急
の
治

療
が
必
要
な
方
の
搬
送
に
使
わ
れ
る
も

の
で
す
。
安
易
な
救
急
車
の
利
用
は
、

緊
急
性
の
高
い
出
動
要
請
が
あ
っ
た
時

に
直
ち
に
出
動
で
き
ず
、
生
命
に
関
わ

る
患
者
さ
ん
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
緊
急
性
が
低
く
、
自
分

で
病
院
へ
行
け
る
場
合
は
、
自
家
用
車

や
タ
ク
シ
ー
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
や

　
夜
間
急
病
診
療
所
の
受
診
を

　
軽
症
の
場
合
は
、
診
療
時
間
中
に
か

か
り
つ
け
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
診
療
時
間
外
で
あ
れ
ば
、
日
曜
・
祝

日
当
番
医
や
夜
間
急
病
診
療
所
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
医
療
が

ピ
ン
チ
で
す
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